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>日 本山岳会事務取扱時間

月,火,木,土曜 10時～20時

水,金曜     13時～20時

日曜・祭日は休み

>図書室開室時間
日曜・祭日・月曜を除く毎日
13時～20時

お
知
ら
せ
テ
ー
プ
電
話

２３
六
六
五
九

Ｑ
Ｊ

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
が
主
催
す
る

韓
国

・
国
際
環
境
保
存
講
演
会
に
参
加
し
て

考
え
方
の
違
い
な
ど
が
話
題
に
な

っ
た
。
東

洋
的
な
自
然
同
化
の
考
え
で
世
界
の
自
然
保

護
を
リ
ー
ド
す
べ
き
だ
と
い
う
よ
う
な
話
で

盛
り
上
が

っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
で
の
藤
平
会
長
の

挨
拶
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

「私
の
家
か
ら
は
北
ア
ル
プ

ス
の
連
峰
が

見
え
る
。
私
は
そ
れ
を
見
て
育

っ
た
。
山
は

私
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
心
の
故
郷
だ
。

そ
の
山
が
汚
さ
れ
る
の
に
は
、
自
分
の
心
が

踏
み
に
じ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
環
境

問
題
に
対
す
る
欧
米
の
思
想
に
は
精
神
文
化

の
側
面
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
、
不
足

を
感
じ
る
。
韓
国

・
中
国
は
同
じ
よ
う
に
精

神
面
よ
り
の
感
受
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

子
供
の
こ
ろ
の
体
験
が
、
心
の
基
盤
に
な

る
こ
と
は
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
大
会
で
の
メ
ス
ナ
ー

の
話
の
中
に
も
あ
り
、
欧
米
人
も
我
々
東
洋

人
と
同
じ
な
の
だ
と
知
ら
さ
れ
る
。
Ｈ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｊ
の
青
少
年
対
象
の
活
動
は
、
こ
の
よ
う

な
意
味
で
も
価
値
の
あ
る
も
の
と
思
う
。
昨

年
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
の
富
士
清
掃
登
山
の
あ
と
立

山
の
清
掃
を
し
た
が
、
こ
の
あ
と
子
供
た
ち
　
＞

を
海
に
連
れ
て
行
き
、
そ
の
夜
、
イ
ン
ド
と
　
１

ネ
パ
ー
ル
の
子
供
た
ち
が
カ
ー
ス
ト
を
超
え
　
＜

て

一
緒
に
踊

っ
て
い
た
。

環
境
問
題
の
取
り
組
み
は
各
国
の
共
通
認

識
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
進
め
る
こ
と
は
、

同
時
に
国
際
的
な
文
化
の
融
和
に
つ
な
が
る

と
思
う
。

今
年
は
立
山
を
訪
れ
る
海
外
か
ら
の
お
客

さ
ん
が
数
倍
に
も
な
る
と
予
想
さ
れ
、
こ
れ

に
伴
う
文
化
摩
擦
が
懸
念
さ
れ
る
。
受
入
れ

体
制
の
不
備
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

つ
い
て
時
間
を
か
け
て
、
個
人
と
個
人
の
接

触
を
ふ
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
」

重
廣
恒
夫
評
議
員

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
十
三

回
、
八
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
四
座
登
頂
の
ス

自
然
保
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（正
式
に
は
国

際
環
境
保
存
講
演
会
）
が
九
月
五
日
に
韓
国

ｏ
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｊ
が
主
催
し
た

「青
少
年
国
際
交
流
雪
岳
山

環
境
体
験
登
山
」
の

一
部
と
し
て
、
大
韓
山

岳
聯
盟
が
共
催
し
た
も
の
で
、
日
本
山
岳
会

か
ら
は
藤
平
会
長
と
私
が
出
席
し
た
。

雪
岳
山
登
山
に
は
参
加
で
き
な
か

っ
た
が

こ
の
体
験
登
山
が
非
常
に
よ
か

っ
た
こ
と
は

帰

っ
て
き
た
各
国
の
高
校
生
た
ち
の
動
き
か

ら
も
感
じ
ら
れ
た
。
標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

か
ら

一
七
〇
八
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
長
い
登
山

道
は
非
常
に
美
し
い
山
域
で
、
環
境
は
美
し

く
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
日
本
も
見
習

う
べ
き
だ
と
の
感
想
が
日
本
の
高
校
生
の
発

表
に
あ

っ
た
。
景
色
に
見
と
れ
て
歩
く
た
め

大
森
弘

一
郎

に
転
ん
で
擦
り
む
い
た
、
と
い
う
こ
と
以
外

は
事
故
も
な
く
、
よ
い
登
山
が
で
き
た
こ
と

は
、
韓
国
大
学
山
岳
聯
盟
の
李
任
視
会
長
の

親
身
の
お
世
話
の
賜
と
い
う
話
を
い
く
ど
も

聞
い
た
。

私
も
こ
れ
に
参
加
し
て
、
青
少
年
を
中
心

と
し
た
国
際
協
力
の
姿
を
体
験
し
た
か

っ
た

も
の
だ
と
思

っ
た
。

会
長
と
私
は
前
日
に
ソ
ウ
ル
に
入
り
、
日

本
山
岳
協
会
の
斎
藤
会
長
、
国
見
さ
ん
、
田

部
井
さ
ん
、
鈴
木
郭
之
さ
ん
と
行
動
を
共
に

し
、
韓
国
山
岳
会
の
孫
慶
錫
副
会
長
、
金
鐘

先
理
事
に
懇
切
な
ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
。

ソ
ウ
ル
郊
外
の
大
宛
閣

（昔
の
村
落
を
模
し

た
建
物
で
で
き
て
い
る
）
の
昼
食
の
席
上
で

欧
米
人
と
東
洋
人
の
自
然
感
や
自
然
保
護
の
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ラ
イ
ド
を
使
い
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

「美
し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、

ご
Ｆ
①
Ｆ

・
ご
Ｆ
①
ｏ
二

の
努
力
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
限
界

へ
の
挑
戦
で
あ
る
た
め
、　
一

〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
持
ち
帰

っ
て
い
な
い
の
が

実
情
。
全
く
残
さ
な
い
た
め
に
は
、
行
か
な

い
の
が
ベ

ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

我
々
は
未
知
の
世
界
に
挑
戦
す
る
権
利
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
権
利
を
使
う
た
め
に
は

最
大
限
山
を
汚
さ
な
い
努
力
が
必
要

で
あ

る
」こ

の
後
、
参
加
し
た
各
国
高
校
生
た
ち
か

ら
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。
「参
加

へ
の
不
安
、

乗
り
越
え
ら
れ
た
喜
び
、
山
の
美
し
さ
、
自

国
の
山
も
美
し
く
し
た
い
。
指
導
者
が
率
先

し
て
実
行
す
る
姿

へ
の
感
銘
、
体
験
を
通
し

て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
」
な
ど
、
感
動
の

報
告
で
あ

っ
た
。
山
を
通
し
て
、
環
境
を
通

し
て
、
青
少
年
に
与
え
た
国
際
教
育
の
成
果

を
得
た
よ
う
に
思
う
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
、
飛
び
入
り
で
、

私
に
も
時
間
が
与
え
ら
れ
、
「
四
カ
国
語

ｏ

環
境
と
安
全
登
山
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
説
明

を
次
の
よ
う
に
し
た
。

「
日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
委
員
会
が
中

心
に
な

っ
て
、
韓
国
山
岳
会
の
孫
さ
ん
を
始

め
と
す
る
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
で
き
た
。

日
本
の
山
で
の
必
要
に
し
て
重
要
な
こ
と
が

濃
縮
さ
れ
て
書
い
て
あ
る
。
ぜ
ひ
よ
く
読
ん

で
い
た
だ
き
、
日
本
に
来
ら
れ
た
と
き
、
こ

れ
を
参
考
に
し
て
北
ア
ル
プ
ス
を
十
分
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

藤
平
会
長
が
別
の
機
会
に
話
し
て
お
ら
れ

た

「
汗
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。
日
の
み
で
な

く
、
実
行
が
と
も
な

っ
て
意
味
が
あ
る
。
田

部
井
さ
ん
が
理
論
家
で
な
く
、
実
行
家
で
あ

る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
輪
が
、
Ｈ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｊ
か
ら
ど
ん
ど
ん
広
が

っ
て
い
く
こ
と

を
望
む
」
と
い
う
こ
と
を
同
じ
く
実
感
し
た

三
日
間
の
旅
で
あ

っ
た
。

中
華
民
国
山
岳
協
会

薬
礼
楽
会
長
を
囲
む
会

去
る
八
月
十

一
日
、
中
華
民
国
山
岳
協
会

薬
会
長
を
囲
む
晩
餐
会
が
当
会
関
係
者
有
志

に
よ
り
有
楽
町
の
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ

た
。薬

会
長
は
帰
台
準
備
で
ご
多
用
中
を
ご
出

席
い
だ
だ
き
、
当
会
か
ら
は
藤
平
会
長
、
中

村
副
会
長
、
松
田
評
議
員
ほ
か
関
係
者
数
名

が
参
加
し
た
。
薬
会
長
の
晩
餐
会
開
催
に
対

す
る
お
礼
の
言
葉
に
引
き
続
き
、
藤
平
会
長

か
ら
は
過
日
同
氏
訪
台
の
み
ぎ
り
、
中
華
山

協
の
皆
様
か
ら
種
々
ご
高
配
を
受
け
た
お
礼

を
述
べ
、
併
せ
て
今
後
両
会
の
友
好
が
い
っ

そ
う
深
ま
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
挨
拶
さ
れ

た
。歓

談

一
巡
後
、
松
田
評
議
員
か
ら
中
華
山

協
の
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
正
式
加
盟
に
つ
い
て
祝
意
が

述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
参
加
者

一
同
の
略
歴
紹

介
な
ど
も
あ

っ
て
、　
一
同
和
気
あ
い
あ
い
の

う
ち
に
宴
は
終
了
し
た
。

ロ
ビ
ー
に
て
記
念

撮
影
後
、
再
会
を
約
し
解
散
し
た
。

な
お
、
今
を
去
る
五
十
年
前
、
旧
台
湾
山

岳
会
の
解
散
に
際
し
、
同
会
会
長
平
沢
亀

一

郎
氏

（故
人
、
当
会
名
誉
会
員
）
か
ら
、
日

台
友
好
の
久
遠
を
祈

っ
て
当
時
の
青
年
会
員

ら
に
手
渡
さ
れ
た
シ
ェ
ン
ク
の
ピ

ッ
ケ
ル
は
、

薬
会
長
の
手
元
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る

由
で
あ
る
。

〔参
加
者
〕
藤
平
、
中
村
、
松
田
、
大
森
、

神
崎
、
鈴
木
、
河
西
、
貫
田
、
木
村
、
織
田

沢

（美
）
、
佐
藤

（知
）
、
藤
田

（礼
）

（木
村
俊
博
）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会

ゾ
ャ
ッ
タ
′
・
工
】゙ア
眸
【ユ臥
抑
一△
〓

海
外
連
絡
委
員
会

昨
年
来
、
来

日
を
希
望

さ
れ

て
い
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
の
重
鎮
ジ
ャ
ッ

ク

・
エ
デ
氏
が
、
去
る
八
月
十
九
日
夕
方
、

夫
人
を
と
も
な

っ
て
初
来
日
さ
れ
、
翌
二
十

日
夜
七
時
か
ら
、
本
会
ル
ー
ム
に
て
さ
さ
や

か
な
歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
来
日
は
、
二
十
三
年
前
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
遠
征
し
た
お
り
、
氏
に
大
変

お
世
話
に
な

っ
た
と
い
う
旧
国
鉄
山
岳
会
隊

の
隊
長
を
務
め
ら
れ
た
湯
川
龍
二
氏

（本
会
　
＞

会
員
）
、
な
ら
び
に
松
田
前
副
会
長
の
働
き
　
２

か
け
に
よ
り
実
現
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

エ
デ
氏
は
、
地
元
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
山
岳
会

の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て
半
世
紀
以
上
に

わ
た
り
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
、
自
ら
精
力
的

に
登
山
活
動
を
行
う
か
た
わ
ら
、
多
岐
に
わ

た
る
登
山
技
術
お
よ
び
遭
難
救
助
技
術
の
指

導
、
普
及
に
努
力
さ
れ
、
近
年
そ
の
功
績
に

対
し
、
女
王
陛
下
功
労
勲
章
を
授
与
さ
れ
た

と
も
お
聞
き
し
た
。

当
日
は
、
松
田
前
副
会
長
、
そ
し
て
湯
川

氏
か
ら
エ
デ
氏
の
紹
介
を
兼
ね
た
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
後
、
引
き
続
い
て
エ
デ
氏
が
持
参

さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
た
。

開
拓
当
時
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
ア
ル

プ
ス
の
貴
重
な
写
真
に
加
え
、
氏
自
ら
が
初

中華民国山岳協会会長薬礼楽氏を囲んで
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登
頂
さ
れ
た

マ
イ
タ

・
ピ
ー
ク
な
ど
数
多
く

の
美
し
く
か

つ
野
生
味
あ
ふ
れ
る
ス
ラ
イ
ド

は
、
大
変
興
味
深
く
、
時
間
が
た

つ
の
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
た
。

そ
の
後
、
本
会
女
性
会
員
ら
に
よ
る
手
作

り
の
さ
さ
や
か
な
宴
が
催
さ
れ
、
以
前
現
地

で
お
世
話
に
な

っ
た
旧
女
性
懇
談
会
の
方
々

を
中
心
に
、
な
ご
や
か
な
歓
談
の

一
時
を
過

ご
し
、
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
を
行

っ
た
後
、

午
後
九
時
過
ぎ
散
会
し
た
。

エ
デ
氏
は
、
現
在
七
十
六
歳
と
ご
高
齢
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
変
お
元
気
で
、
最
近
膝
を

手
術
さ
れ
、
少
し
山
が
遠
く
な

っ
た
と
言

っ

て
お
ら
れ
た
が
、
碧
く
澄
ん
だ
精
惇
な
目
差

し
と
物
静
か
な
語
り
日
か
ら
は
、
山

へ
の
衰

え
る
こ
と
の
な
い
情
熱
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
た
。

な
お
、
エ
デ
氏
夫
妻
は
こ
の
後
、
日
光
、

京
都
な
ど
を
観
光
さ
れ
、
帰
国
さ
れ
た
。

参
加
者
　
松
田
前
副
会
長
、
湯
川
龍

一
氏
他

三
十
三
名
。

（大
谷
　
亮
）

□
「山
岳
総
合
索
引
」
の
お
す
す
め
□

部
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

会
員
特
別
頒
布
価
格

一
八
、
〇
〇
〇
円

（三
回
の
分
割
払
い
可
）
で
す
。

申
し
込
み
は
日
本
山
岳
会
事
務
局

へ
。

山
岳
編
集
委
員
会

ニルカンタに

消ゆ

江本嘉伸

「
テ
ン
ト
か
ら
雪
崩
の
崩
壊
す
る
大
き

な
音
を
聞
い
て
飛
び
出
す
と
、
六
人
の
姿

は
消
え
て
い
た
」
山
麓
の
バ
ド
リ
ナ
ー
ド

ま
で
下
山
し
た
、
唯

一
の
生
存
隊
員
、
松

山
昭

（五
〇
）
は
、
テ
レ
ビ
の
電
話
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
で
、
そ
う
説
明
し
た
。

九
月
二
十
日
、
イ
ン
ド

・
ガ
ル
ワ
ー
ル

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ニ
ル
カ
ン
タ
峰

（六
五
九
六

メ
ー
ト
ル
）
で
起
き
た

「帯
広
ビ
ス
タ
リ

ク
ラ
ブ
隊
」
の
遭
難
。
佐
々
木
裕

一
隊
長

以
下
六
人
は
、
絶
望
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ニ
ル
カ
ン
タ
峰
は
、　
一
九
二
七
年
に
初

挑
戦
し
た
、
英
国
の
登
山
家
、
ス
マ
イ
ス

が

「世
界
で
最
も
美
し
い
山
」
と
形
容
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
鋭
く
そ
そ
り
立

つ

峻
険
な
山
容
で

一
九
六

一
年
の
イ
ン
ド
隊

の
初
登
頂
ま
で
二
十
四
年
、
六

つ
の
隊
の

挑
戦
を
退
け
て
い
る
。

初
登
頂
の
時
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ク
ラ
ブ

の
会
員
か
ら

「本
当
に
登

っ
た
の
か
疑
わ

し
い
」
と
の
ク
レ
ー
ム
が
出
て
、
イ
ン
ド

登
山
財
団
で
は
特
別
委
員
会
を
設
け
て
調

査
し
た
経
緯
も
あ
る
。

そ
の
峻
峰
に
、
「
日
本
人
初
登
頂
」
を

か
け
て
帯
広
在
住
者
を
中
心
と
し
た
七
人

の
登
山
家
が
出
か
け
た
の
が
、
八
月
末
。

第
ニ
キ
ャ
ン
プ
ま
で
設
営
し
、
九
月
末
に

ア
タ

ッ
ク
、
と
い
う
計
画
だ

っ
た
。

当
初
、
こ
の
隊
は
北
面
ル
ー
ト
か
ら
の

登
山
許
可
を
申
請
し
て
い
た
が
、
国
境
問

題
を
理
由
に
許
可
が
出
た
の
は
南
面
ル
ー

ト
だ

っ
た
。
し
か
し
、
先
発
隊
が
現
地
入

り
し
て
み
て
、
南
面
で
は
資
料
が
な
い
こ

と
が
わ
か
り
、
今
春
イ
ン
ド
国
際
隊
が

登

っ
た
北
東
稜
に
ル
ー
ト
を
変
更
し
た
。

事
故
当
日
は
、
高
度
順
化
で
き
ず
調
子

の
悪
か

っ
た
松
山
隊
員
が
、
第
ニ
キ
ャ
ン

プ

（五
五
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
残
り
、　
一

行
の
登
高
を
見
守

っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら

第
ニ
キ
ャ
ン
プ
を
出
さ
ず
に
、　
一
挙
に
頂

上
を
ね
ら

っ
た
ら
し
い
。

雪
崩
か
、
セ
ラ
ッ
ク
帯
の
大
崩
壊
か
は

不
明
だ
が
、　
一
挙
に
六
人
も
の
命
が
消
え

て
し
ま

っ
た
、
と
い
う
点
で
は
、
ナ
ン
ダ

ｏ
カ
ー
ト
や
、
梅
里
雪
山
の
大
遭
難
を
思

い
起
こ
す
。
前
途
あ
る
帯
広
畜
産
大
学
の

二
人
の
学
生
の
死
が
惜
し
ま
れ
る
こ
と
は

勿
論
だ
が
、
こ
の
二
人
を
別
に
し
て
も
美

し
い
山
に
消
え
た
男
た
ち
の
平
均
年
齢

は
、
四
十
二
歳
。
そ
れ
ぞ
れ
家
族
も
仕
事

も
あ
る
働
き
盛
り
だ
け
に
無
念
の
思
い
が

残
る
。
が
、
今
回
は
も
う

一
つ
、
別
な
問

題
も
生
じ
た
。

地
方
都
市
の
山
仲
間
が
計
画
か
ら
実
行

ま
で
独
力
で
や

っ
た
登
山
だ
け
に
、
遭
難

発
生
後
、
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
母
体
と

な
る
組
織
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

海
外
で
山
岳
遭
難
が
生
じ
た
場
合
、
そ

の
対
応
は
簡
単
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、

今
回
の
帯
広
ビ
ス
タ
リ
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
、

登
山
の
た
め
に
臨
時
に
仲
間
た
ち
で
作

っ

た
組
織
の
場
合
、
出
発
し
て
し
ま

っ
た
ら
、

実
質
的
に
は
本
部
も
何
も
す
べ
て
が
現
地

に
移
動
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
通
例
で
あ

る
。勿

論
、
留
守
本
部
は
置
く
の
だ
が
、
そ

れ
は
連
絡
役
程
度
の
こ
と
が
多
く
、
今
回

の
よ
う
な
非
常
事
態
を
想
定
し
て
設
置
さ

れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

ニ
ル
カ
ン
タ
遭
難
で
は
、
佐
々
木
隊
長

を
よ
く
知
る
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
知
人

た
ち
が
現
地
情
報
の
獲
得
、
人
の
派
遣
ま

で
引
き
受
け
た
。
地
元
帯
広
か
ら
は
勤
労

者
山
岳
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
が
や
は
り
現
地

入
り
し
た
。
今
や
、
海
外
登
山
は
、
日
本

山
岳
会
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
、
あ
る
い

は
各
県
岳
連
と
い

っ
た
組
織
が
母
体
と

な

っ
て
実
践
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
親
し

い
仲
間
同
士
が
許
可
を
取
り
、
気
軽
に
出

か
け
て
い
く
時
代
だ
。

し
か
し
、　
一
方
で
、
遭
難
の
危
険
は
つ

き
ま
と
う
。
今
回
の
事
故
の
教
訓
と
し
て

「留
守
本
部
」
の
意
味
を
、
せ
め
て
真
剣

に
考
え
た
い
。

(3)
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東西南北
ウ

エ
ス
ト
ン
と
市
野
瀬

の
村
長

田
畑
真

一

明
治
二
十
五
年
八
月
、
ゥ
ェ
ス
ト
ン
は
赤

石
岳

（三

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
）

へ
の
登
頂
を

め
ざ
し
、
市
野
瀬
、
つ
ま
り
現
在
の
長
野
県

上
伊
那
郡
長
谷
村
方
面

へ
や

っ
て
き
た
。
ウ

エ
ス
ト
ン
は

「
こ
の
小
さ
い
村
に
は
宿
屋
は

一
軒
も
な
か

っ
た
が

『村
長
』
に
頼
む
と
、

欲
し
い
も
の
を
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
親

切
に
骨
お

っ
て
く
れ
た
。
（
田
畑
注

・
中
略
）

村
長
の
家
の
入
り
日
の
後
の
土
間
に
入

っ
た

時
、
私
達
は
非
常
に
驚
い
た
。
炭
俵
と
百
姓

道
具
と
日
本
の
馬
具
と
野
菜
の
束
が
、
雑
然

と
入
り
重
な

っ
て
、
床
の
上
に
あ

っ
た
。
そ

れ
に
隣

っ
た
室
々
に
は
全
く
畳
が
敷
い
て
な

か

っ
た
。
そ
し
て
養
蚕
に
つ
き
も
の
の
汚
れ

や
臭
気
が
ひ
ど
か

っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

室
々
を
通
り
過
ぎ
、
こ
の
室
の
後
に
あ
る

一

番
奥
ま

っ
た
室
に
入

っ
て
行
く
と
、
私
が
今

ま
で
入

っ
た
中
で
、　
一
番
気
持
ち
の
い
い
室

´ェ、、、
くミ 、ヽ

の

一
つ
に
い
る
の
だ

っ
た
。
畳
は
特
別
の
品

質
の
も
の
で
、
汚
点

一
つ
な
く
、
歩
い
て
柔

ら
か
だ

っ
だ
。
そ
し
て
妙
な
る
好
み
で
彫
ら

れ
た
黒
光
り
の
木
工
細
工
が
、
四
方
の
壁
を

一

取
巻
い
て
い
た
」
（『
日
本
ア
ル
プ
ス
ー
登
山

一

と
探
検
』）
と
述
べ
て
い
る
。

ウ
エ
ス
ト
ン
は
市
野
瀬
の
村
長
に
、
い
ろ

ん
な
親
切
を
受
け
た
。
村
長
宅
で
休
憩
も
し

て
い
る
。
し
か
し
、村
長
名
な
ど
を
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
私
は
こ
の
村
長
は
伊
東
伝
治

郎
で
あ
り
、
そ
の
場
所
が
現
在
の
長
谷
村
大

字
杉
島
四
十
四
番
地
で
あ
る
と
断
定
し
た
い
。

当
時
は
、
杉
島
も
市
野
瀬
に
包
含
さ
れ
て
い

た
。
村
長
制
施
行
に
よ
る
市
野
瀬
の
初
代
村

長
で
あ
り
、
明
治
二
十
二
年
か
ら
二
十
六
年

ま
で
在
任
し
た
。

た
だ
、
村
長
宅
は
明
治
二
十
年
に
焼
失
。

し
た
が

っ
て
当
時
を
し
の
ぶ
資
料
は
何
ひ
と

つ
残

っ
て
い
な
い
。
跡
地
に
は
そ
の
後
に
建

て
ら
れ
た
建
物
が
あ
り
、
そ
れ
も
空
家
と

な

っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
伝
治
郎
か
ら
は
、

伝
治
郎
―
嘉
政
（元
村
長
）
―
伝
兵
衛
氏

（元

長
谷
村
助
役
）
―
嘉
文
氏
と
の
系
統
を
た
ど

る
。
伝
兵
衛
氏
の
お
話
に
よ
る
と
、
当
時
は

養
蚕
や
農
業
を
や
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、

こ
の
点
だ
け
が
ウ
エ
ス
ト
ン
の
記
事
と
符
合

す
る
。

〔別
記
〕

先
人
の
お
名
前
に
つ
い
て
は
敬

称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
本
稿

を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
伊
東
伝
兵
衛
氏
を

始
め
伊
東
甲

一
郎
氏

（長
谷
村
長
）、
宮
下

彦
二
氏

（長
谷
公
民
館
長
）
、
柿
木
憲
二
氏

に
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を

表
し
ま
す
。

緑
萌
え
る
花

の
島

々
谷
か
ら

徳
本
峠
を
越
え
て

坂
倉
登
喜
子

今
年
の
島
々
谷
は
残
雪
が
多
い
た
め
か
、

水
量
が
い
つ
も
よ
り
増
え
て
、
二
岐
の
河
原

で
の
青
空
ク

ッ
キ
ン
グ
が
で
き
な
い
の
で
、

登
り
口
で
エ
ー
デ
ル
サ
ラ
ダ
を
作

っ
て
昼
食

と
し
た
。

い
つ
も
な
が
ら
岩
魚
止
小
屋
泊
定
員
十
名

の
メ
ン
バ
ー
は
、
萌
え
盛
る
緑
の
谷
を
遡

っ

た
。
清
流
の
深
い
青
さ
に
映
え
る
新
緑
の
樹

林
を
わ
た
る
風
は
、
ほ
の
か
に
透
明
な
光
を

通
し
て
、
緑
の
匂
い
を
か
ぐ
わ
せ
る
。

「緑
の
匂
い
っ
て
あ

っ
た
の
か
し
ら
…
…
」

と
、
私
は
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
歩
い
た
。

あ
た
り
は
ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ
や
紫
の
フ
ジ
、

キ
リ
の
花
が
盛
り
で
、
緑
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に

色
を
添
え
て
裾
模
様
の
よ
う
に
美
し
い
。

二
岐
か
ら
左

へ
分
か
れ
た
山
道
は
少
し
急

な
岩
の
登
り
と
な
る
が
、
左
斜
面
は
ミ
ヤ
マ

カ
タ
バ
ミ
の
花
が
ま
ず
微
笑
み
か
け
て
く
れ

た
。
こ
の
島
々
谷
で
い
つ
も
出
会
う
花
の
中

で
も
、
最
も
気
品
の
あ
る
花
の
女
王
は
、
白

い
清
楚
な
数
少
な
い
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
で
、

あ
る
と
き
は
岩
の
彼
方
の
遠
い
所
に
、
ま
た

あ
る
と
き
は
山
の
斜
面
の
樹
林
の
中
に
や

っ

と
見

つ
け
て
歓
声
を
あ
げ
る
花
だ
。
今
年
は

道
端
で
、　
一
本
は
開
花
し
た
姿
で
、
次
に
見

つ
け
た
花
は
苦
の
ま
ま
で
、
私
た
ち
を
待

っ

て
い
て
く
れ
た
か
の
よ
う
に
、
ひ

っ
そ
り
と

咲
い
て
い
た
。
記
念
山
行
よ
り

一
日
早
く
歩

く
私
た
ち
だ
け
の
道
で
、
大
輪
の
花
を
近
く

の
ぞ
き
な
が
ら
、
皆
で
接
写
レ
ン
ズ
で
撮
影

し
た
。

私
た
ち
は
若
い
人
が

一
日
で
越
え
る
こ
の

峠
道
を
、
ゆ

っ
く
り
と
二
日
か
け
て
、
花
を

見
な
が
ら
の
ビ
ス
タ
ー
リ
歩
き
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
あ
れ
は
、
と
花
を
見

つ
け
て
は
足
を

止
め
る
カ
タ
ツ
ム
リ
の
ご
と
き
谷
歩
き
だ
。

や
が
て
小
屋
に
近
づ
く
頃
、
い
く

つ
か
の

桟
道
を
過
ぎ
て
湿
地
帯
に
な
り
、
苔
の
つ
い
　
＞

た
倒
木
に
今
年
も
ま
た
数
を
増
や
し
て
カ
モ
　
４

メ
ラ
ン
が
咲
い
て
い
た
。
こ
の
薄
紅
色
の
可
　
＜

憐
な
花
が
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
場
所
に
咲
き

続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
つ
つ
、

小
屋
に
向
か

っ
た
。
岩
魚
止
小
屋
の
前
ま
で

行
く
と
、
奥
原
さ
ん
に
知
ら
せ
る
か
の
よ
う

に
、
大
が
吠
え
て
迎
え
て
く
れ
た
。

夜
は
ラ
ン
プ
の
下
で
山
菜
ず
く
め
の
手
料

理
。
ウ
ド
や
ュ
キ
ザ
サ
の
味
は
新
鮮
で
お
い

し
か

っ
た
。
翌
日
は
早
朝
出
発
。
サ
ン
カ
ヨ

ウ
と

ニ
リ
ン
ソ
ウ
の
群
落
す
る
花
の
道
で
カ

メ
ラ
タ
イ
ム
、
最
後
の
水
場
で
ハ
チ
ミ
ツ
レ

モ
ン
水
で
元
気
を
出
し
、
休
み
休
み
雪
を
踏

ん
で
急
登
。
十

一
時
半
頃
峠
に
着
き
、
穂
高

を
バ

ッ
ク
に
生
き
て
再
び
登
れ
た
幸
せ
を
喜

び

つ
つ
記
念
撮
影
を
し
た
。
小
屋
の
小
松
さ
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ん
に
迎
え
ら
れ
、
乾
杯
し
て
昼
食
。
峠
で
最

高
齢
の
宮
原
さ
ん

一
家
と
出
会
い
、
お
互
い

に
元
気
で
登
れ
た
こ
と
を
喜
び
合

っ
た
。

今
年
は
残
雪
が
多
く
、
上
高
地
側
下
山
路

は
装
備
を
完
全
に
と
、
信
濃
支
部
の
田
中
さ

ん
か
ら
連
絡
い
た
だ
い
た
の
で
、

ロ
ン
グ
ス

パ

ッ
ツ
に
ス
ト

ッ
ク
を
用
意
し
た
が
、
も
う

か
な
り
雪
は
と
け
て
、
そ
れ
ほ
ど
危
険
で
は

な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
足
弱
な
人
は
、
せ

っ

か
く
持

っ
て
き
た
か
ら
と
ス
ト

ッ
ク
を
使

っ

て
安
全
に
雪
の
道
を
下

っ
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
梓
川
畔
に
出
る
手
前
に

ニ
リ
ン
ソ
ウ
の
大
群
落
が
あ

っ
た
。
こ
こ
で

花
の
精
に
な

っ
た
気
分
で
写
真
を
撮
り
あ
い
、

右
側
斜
面
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
れ
を
見
上
げ

て
、
島
々
谷
花
の
道
を
終
わ

っ
た
。
今
年
は

寒
さ
が
続
き
、
上
高
地
の
小
梨
は
ま
だ
ピ
ン

ク
の
苦
だ

っ
た
。

上
高
地
に
は
四
時
半
頃
着
い
た
の
で
、
新

装
成

っ
た
山
研
の
資
料
室
を
観
覧
し
、
西
糸

屋
に
全
員
集
合
し
て

一
泊
。
翌
日
は
碑
前
祭

に
五
十
名
で
歌
を
捧
げ
て
解
散
し
た
。

釈
迦
岳
と
越
敷
岳

渡
辺
智
倶
人

両
峰
と
も
九
州
の
山
で
あ
る
が
、
国
土
地

理
院
の
表
記
に
間
違
い
が
あ
り
、
指
摘
し
て

お
き
た
い
と
思
い
筆
を
と

っ
た
。

ま
ず
釈
迦
岳
。　
一
等
三
角
点
名
は
釈
迦
ケ

岳
。
二
万
五
千
分
の

一
地
形
図
は

「豊
後
大

野
」
で
、
地
図
上
に
お
け
る
三
角
点
の
マ
ー

ク
は
大
分
県
日
田
郡
前
津
江
村
内
の
電
波
塔

の
記
号
と
共
に

一
二
三
〇

・
八
メ
ー
ト
ル
と

記
載
さ
れ
た
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
ま
た
平
成
三

年
八
月
発
行
の
日
本
の
山
岳
標
高

一
覧

。
一

〇
〇
三
山
（建
設
省
国
土
地
理
院
編
集
）
の
六

九
ペ
ー
ジ
に
は
標
高

一
二
三

一
メ
ー
ト
ル
、

経
度

一
三
〇
度

ｏ
五
三
分

・
二
九
秒
、
緯
度

三
三
度

。
一
一
分

・
〇
三
秒
、
大
分
県
と
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

私
は
数
年
ぶ
り
に
平
成
五
年
二
月
二
十

一

日
、
小
雨
の
中
を
釈
迦
岳
か
ら
御
前
岳

へ
歩

い
た
が
、
三
角
点
が
設
置
さ
れ
た
ピ
ー
ク
に

疑
間
を
感
じ
、
改
め
て
同
年
五
月
五
日
に
調

査
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が

明
ら
か
に
な

っ
た
。
地
図
上
の
三
角
点

の

マ
ー
ク
の
あ
る
ピ
ー
ク
に
は
ド
ー
ム
型
の
電

波
塔
と
レ
ー
ダ
ー
雨
量
観
測
所
が
並
立
し
、

現
在
は
こ
こ
ま
で
車
道
が
通
じ
て
い
る
が
、

三
角
点
の
標
石
は
な
い
。　
一
等
三
角
点
の
標

石
は
、
地
図
に
記
載
さ
れ
た
三
角
点
の
ピ
ー

ク
か
ら
西

へ
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
に
設

置
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
わ
ず
か
な

距
離
だ
が
、
こ
こ
は
福
岡

ｏ
大
分
の
県
界
線

に
あ
た
り
、
そ
の
頂
き
に
は
写
真
の
ご
と
き

プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
標
高

一
二

二
九

ｏ
五
メ
ー
ト
ル
と
経
度
、
緯
度
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
前
記
の
山
岳
標
高

一
覧
の

秒
数
と
は
若
千
の
差
異
を
認
め
る
。

こ
の
小
ピ
ー
ク
は
福
岡
県
矢
部
村
と
大
分

県
前
津
江
村
と
の
境
界
上
の
無
名
峰
で
、
数

年
前
に
地
元
新
聞
紙
上
で
福
岡
県
の
最
高
峰

と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
現
在
で
は
地

図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
無
名
峰
に

一

等
三
角
点
標
石
、
釈
迦
岳
の
山
名
標
識
、
写

真
の
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が

っ
て
福
岡
県
で
は
添
田
町
の
英
彦
山

一
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
抜
き
、
こ
ち
ら
釈
迦
岳

一

二
三

一
メ
ー
ト
ル
が
最
高
峰
と
な
り
、
国
土

地
理
院
の
地
図
の
山
名
と
三
角
点

マ
ー
ク
は

西

へ
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
県
界
の
ピ
ー
ク

ヘ
移

し
記
載
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今

一
つ
、
越
敷
岳
は
二
万
五
千
分
の

一
の

地
形
図
は
豊
後
柏
原
で
、
祖
母
山
の
西
側
、

熊
本
県
高
森
町
津
留
と
大
分
県
竹
田
市
の
県

境
に
あ
る
、
二
等
三
角
点
の
あ
る

一
〇
四
三

ｏ
ニ
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
三
角
点

標
石
は
、
双
耳
峰
を
な
す
北
東
側
の
頂
き
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
山
頂
に
は
山
名
の
標

示
も
な
く
、
山
頂
に
至
る
遊
歩
道
す
ら
な
い

藪
山
で
あ
る
。
山
麓
周
辺
の
住
民
に
尋
ね
た

結
果
、
こ
の
山
は
昔
か
ら
群
と
い
う
名
の
山

で
、
越
敷
岳
と
は
い
い
ま
せ
ん
と
。
ま
こ
と

の
越
敷
岳
は
こ
の
群
の
ピ
ー
ク
か
ら
直
線
で

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
に
あ
る
地
図
に
山
名
も

三
角
点
も
な
い

一
〇
六
五
メ
ー
ト
ル
の
岩
峰

を
指
す
と
い
う
。
こ
の
ほ
う
の
山
頂
に
は
古

い
石
祠
が
三
基
と
越
敷
岳
の
プ
レ
ー
ト
が
あ

り
、
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
　
＞

山
で
あ
ろ
う
。
大
分
県
竹
田
市
尾
村
か
ら
と
　
５

熊
本
県
高
森
町
神
原
か
ら
の
遊
歩
道
が
あ
り
、
＜

ハ
イ
カ
ー
は
ひ
と
し
く
こ
ち
ら
の
越
敷
岳
の

岩
峰

へ
登

っ
て
い
る
。
故
に
地
図
に
三
角
点

の
マ
ー
ク
と
越
敷
岳
と
あ
る

一
〇
四
三

・
二

メ
ー
ト
ル
の
山
は
、
実
は
群
と
地
元
住
民
か

ら
呼
ば
れ
て
い
る
山
で
、
越
敷
岳
の
ほ
う
は

群
か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
束
の
三
角
点
の
な

い

一
〇
六
五
メ
ー
ト
ル
峰
を
指
す
と
い
う
次

第
で
あ
る
。

以
上
、
九
州
関
係
の
山
、
二
点
に
つ
き
述

べ
た
が
、
諸
兄
の
ご
意
見
が
拝
聴
で
き
れ
ば

幸
甚
で
あ
る
。

釈迦岳山頂のプレー ト

今

年

も

，
い
Ｌ」
Ｉ
Ｌ

で
会

い
ま

し

ょ
う

―等三角点
経 度 130・ 53921:・

緯 度 331日 '0:・

建設省国土地理院
‐

社Å蠅:こ洟1鰤建鸞

標 高 L229。5m
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回
剛
団

合
縁
奇
縁

・
姉
妹
山

去
る
六
月
十

一
日
午
後

一
時
過
ぎ
、
紅

一

点
の
李
敬
玉
団
員
を
含
む
慶
南
支
部
十
二
人

と
、
ソ
ウ
ル
支
部
四
名
の
合
計
十
七
名
の
メ

ン
バ
ー
を
仙
台
国
際
空
港
に
出
迎
え
た
。

歓
迎
会
場
の
仁
別
ク
ワ
ド
ー
ム

ｏ
ザ
ブ
ー

ン
に
着
い
た
の
は
日
も
暮
れ
た

さ

っ
そ
く
八
時
か
ら
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
た

岡
田
支
部
長
か
ら
歓
迎
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
、
記
念
品
の
交
換
を
は
さ
ん
で
新
任
の
金

英
文
慶
南
支
部
長
か
ら
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

続
く
花
束
贈
呈
な
ど
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
盛
り

上
が

っ
た
と
こ
ろ
で
、
表
三
鎮
元
老
会
会
長

の
音
頭
で
乾
杯
。
祝
電
披
露
が
さ
ら
に
歓
迎

会
に
花
を
添
え
て
、
約

一
時
間
半
の
宴
会
は

あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。　
一
行
は
そ
の

森
林
学
習
館
に
宿
泊
し
た
。
経
法
大
山
岳
部

支
援
隊
の
テ
ン
ト
の
ほ
の
か
な
明
か
り
が
、

日
韓
友
好
第

一
夜
に

一
抹
の
風
情
を
添
え
た
。

翌
十
二
日
、
太
平
山
登
山
当
日
の
朝
は
、

鳥
海
山
の
勇
姿
を
遠
望
で
き
る
ほ
ど
素
晴
ら

し
い
上
天
気
と
な

っ
た
。
梅
雨
入
り
と
い
う

時
期
に
晴
天
に
恵
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

最
高
最
強
の
味
方
を
得
た
に
も
等
し
い
吉
慶

事
で
あ
る
。
鈴
木
幸
雄
会
員
は
登
山
道
を
歩

き
な
が
ら
、
筆
者
に
笑
顔
で
話
し
か
け
た
も

の
だ
。
「
や
は
り
山
の
神
様
は
い
る
な

ァ
ー
」

御
手
洗

（み
た
ら
し
）
の
泉
で
喉
を
い
や

し
た
の
ち
午
前
十

一
時
前
、
日
韓
総
勢
四
十

二
名
は
太
平
山
山
頂
に
名
実
共
に
姉
妹
山
成

就
の
足
跡
を
印
し
た
。
「韓
国
智
異
山

・
秋

田
太
平
山
姉
妹
山
締
結
記
念
登
山
」
と
書
か

れ
た
記
念
標
柱
を
、
智
異
山
天
王
峰
の
方
角

（西
南
西
）
に
向
け
て
建
て
、
日
韓
の
さ
ら

な
る
親
善
と
山
旅
の
安
全
を
祈
願
し
た
。
参

籠
所
で
昼
食
を
と

っ
た
の
ち
午
後

一
時
前
、

往
路
を
下
山
。
里
宮
に
詣
で
て
、　
一
同
御
神

酒
を
拝
受
し
た
の
ち
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
孫

六
温
泉

へ
向
か
う
。
孫
六
温
泉
で
の
懇
親
会

で
は
、
自
己
紹
介
の
あ
と
余
興
の
交
換
で
座

が
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
が
、
芸
達
者
な
秋

田
チ
ー
ム
の
方
が
優
勢
で
あ

っ
た
。

翌
十
三
日
は
、
濃
霧
と
強
風
を
突
い
て
日

韓
総
勢
二
十
二
名
が
男
岳
ま
で
到
達
し
、
残

雪
と
白
妙
の
世
界
に
岳
人
の
変
わ
ら
ぬ
友
情

を
誓
い
あ

っ
た
。
下
山
後
、
田
沢
湖
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
内

「季
亭
」
に
お
い
て
送
別
昼
食
会

が
開
か
れ
、
今
回
の
交
流
登
山
の
成
功
を
祝

し
あ

っ
た
。

午
後
三
時
過
ぎ
、
慶
南
支
部
十
二
人
を
盛

岡
駅
に
見
送
る
。
「
ト

マ
ン
ナ

ッ
シ
ダ

（ま

た
あ
い
ま
し

ょ
う
）
」
と

一
人

一
人
堅
い
握

手
を
交
わ
す
と
、
手
を
振
り
な
が
ら
改
札
口

を
通
り
抜
け
て
い
っ
た
。

調
印
は
人
間
た
ち
が
こ
い
ね
が
い
、
人
が

集
ま

っ
て
行

っ
た
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
め

ぐ
る
二
つ
の
記
念
登
山
に
お
い
て
、
い
ず
れ

も
晴
天
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
御
加
護
を
得
た
。

こ
れ
は
、
皆
が
努
力
し
て
成
し
遂
げ
た
こ
と

が
、
岳
人
の
詩
と
真
実
か
ら
出
た
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
間
違
い
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
、

大
自
然
の
ほ
う
か
ら
証
明
し
て
く
れ
た
の
だ

と
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

国
内
で
は
、
北
海
道
の
羊
蹄
山

（
一
八
九

二
メ
ー
ト
ル
）
と
尻
別
岳

（
一
一
〇
七
メ
ー

ト
ル
）
が

「姉
妹
火
山
」
の
間
柄
で
、
ア
イ

ヌ
語
で
は
、
「
ノ
ミ
の
夫
婦
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
智
異
山
と

太
平
山
の
よ
う
に
、
外
国
の
山
同
士
が
姉
妹

縁
組
を
結
ん
だ
の
は
、
世
界
で
も
恐
ら
く
例

の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
奇
し
き
良
縁

を
、
大
自
然
が
心
か
ら
祝
福
し
て
く
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
た
び
、
隣
国
の
岳
人
た
ち
の
訪
間
を

受
け
て
、
妹
分
の
太
平
山
も
そ
の
喜
び
を
全

身
全
霊
を
も

っ
て
表
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
平
和
と
友
愛
の
象
徴
た
ら
ん
と

す
る
姉
妹
山
の
さ
り
げ
な
い
存
在
が
、
世
界

と
人
類
に
対
し
、
何
事
か
を
語
り
か
け
て
く

れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
心
底
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

結
願
の
　
鈴
の
音
涼
し
　
姉
妹
山

（土
肥
貞
之
）

金
剛
堂
山

。
高
峰

金
剛
堂
山

ｏ
高
峰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

越
中
の
名
山
。
山
頂
に
は
な
ぜ
か
富
山
藩
　
６

主
の
あ
ま
り
上
手
で
な
い
歌
の
碑
が
建

っ
　
＜

て
い
る
。

参
加
者
　
高
木
碕
、
国
枝
、
森
本
、
小
西
、

高
木
基
、
水
野
、
木
村
、
高
木
志
、
西
川
、

村
田

五
月
二
十
九
日
　
大
垣
＝
富
山
県
利
賀
村
上

百
瀬

五
月
二
十
日
　
上
百
瀬
＝
栃
谷
登
山
ロ
ー
金

剛
堂
山

（
一
六
三
七

・
九
メ
ー
ト
ル
）
―

登
山
口
＝
高
峰
林
道
車
止
―
高
峰

（
一
〇

七

一
・
四
メ
ー
ト
ル
）
車
止
＝
大
垣

日
本
山
岳
会
岐
阜
支
部
と
京
都
支
部
の
懇

親
山
行
と
し
て
こ
の
山
が
計
画
さ
れ
た
が
、

京
都
支
部
の
松
浦
勇
次
さ
ん
が
紀
州
の
山
で

行
方
不
明
に
な
る
事
故
が
起
き
た
た
め
延
期

JAC
支部だよリ

全国各地の支部から,独自の活動状況を

リポートします。

次
代

に
残

そ
う
美
し

い
山
と
漢

岐
阜
支
部
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さ
れ
、
今
回

一
年
ぶ
り
に
実
現
し
た
。

民
宿

「瑞
峰
」
が
あ
る
富
山
県
利
賀
村
は

一
寒
村
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
国
際
演
劇
祭

「
利
賀

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
毎
年
開
催
す

る
ユ
ニ
ー
ク
な
村
と
し
て
、　
一
躍
全
国
的
に

有
名
に
な

っ
た
。
そ
の
せ
い
か
、
村
内
に
は

信
州
辺
り
の
リ
ゾ
ー
ト
地
を
思
わ
せ
る
立
派

な
宿
泊
施
設
が
散
見
さ
れ
た
。

真
夜
中
に
屋
根
を
た
た
く
強
い
雨
音
で
目

を
覚
ま
し
た
。
天
気
予
報

の
と
お
り
雨
に

な

っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
で
は
金
剛
堂
山
に
登

る
の
は
無
理
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
、
ま
た
夢

の
中
に
も
ど

っ
た
。
そ
し
て
再
び
目
を
覚
し

た
と
き
に
は
窓
の
外
は
明
る
く
、
降
り
具
合

は
い
か
に
と
障
子
を
開
け
て
み
る
と
、
な
ん

と
雨
な
ん
か
全
然
降

っ
て
い
な
い
。
雨
音
と

思

っ
た
の
は
、
実
は
裏
を
流
れ
る
百
瀬
川
の

瀬
音
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
空
を
見
上
げ
る
と

ど
ん
よ
り
と
曇

っ
て
い
る
が
、
ま
だ
涙
を
こ

ら
え
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
な
ら
な
ん
と
か

登
れ
そ
う
だ
と
、
布
団
を
は
ね
の
け
て
身
支

度
に
か
か

っ
た
。

宿
の
前
の
道
を
五
分
ほ
ど
奥

へ
入

っ
た
と

こ
ろ
に
、
金
剛
堂
山
の
栃
谷
登
山
口
が
あ
る
。

「白
木

・
水
無
県
立
自
然
公
園
」
の
看
板
が

あ
り
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
十
分
に
あ
る
。
登

山
道
は
竜

口
谷
と
日
尾
谷
の
間
の
尾
根
を

登

っ
て
お
り
、
頂
上
ま
で
約
四

ｏ
九
キ

ロ
、

所
要
時
間
約
二
時
間
半
と
な

っ
て
い
る
。
地

一

元
の
人
た
ち
が
山
頂
に
あ
る
祠
に
参
拝
す
る

一

古
く
か
ら
の
道
ら
し
く
、
無
理
の
な
い
楽
な

コ
ー
ス
だ
。

途
中
に
は
広
大
な
ブ
ナ
の

そ
の
中
を
行
く
と
苔
の
上
を
歩
い
て
い
る
み

た
い
に
フ
ワ
フ
ワ
し
た
も
の
が
散
り
敷
い
て

い
た
。
ブ
ナ
の
花
が
散

っ
た
も
の
ら
し
い
。

一
歩

一
歩
踏
み
し
め
る
足
元
に
は
、
イ
ワ
ウ

チ
ヮ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
シ
ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
カ

マ
、
オ
ウ
レ
ン
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
、
イ
ワ
ナ

シ
な
ど
の
可
憐
な
花
々
が
咲
い
て
お
り
、
見

上
げ
る
と
タ
ム
シ
バ
の
し
み
ひ
と

つ
な
い
純

自
の
花
弁
が
輝
い
て
い
る
。
こ
の
山
は
タ
ム

シ
バ
が
格
別
に
多
く
、
山
肌
全
体
が
自
く
見

え
る
ほ
ど
だ

っ
た
。
遠
く
か
ら
は
ホ
ト
ト
ギ

ス
や
ツ
ツ
ド
リ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
春
の

気
分
が
い
っ
ぱ
い
。

「登
山
口
か
ら
三
キ

ロ
」
の
標
識
が
立

っ

て
い
る
鞍
部
か
ら
展
望
が
き
く
よ
う
に

鹿
子
ま
だ
ら
の
人
形
山
や
二
つ
辻
山
を
望
む

こ
と
が
で
き
た
。
春
山
の
楽
し
さ
を
じ

っ
く

り
と
味
わ
い
な
が
ら
、
約
二
時
間
弱
で

山
頂
に
は
石
造
り
の
立
派
な
祠
が
あ

っ
て
、

七
〇

一
年

（大
宝
元
年
）
に
役
小
角
が
開
い

た
と
さ
れ
、
「
五
箇
五
谷
野
積
四
谷
鎮
護
の

霊
域
」
と
し
て
山
岳
信
仰
の
中
心
だ

っ
た
と

石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
約
十
分
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に

一
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
最
高
点
が
あ
る
の
で

空
身
で
往
復
す
る
こ
と
に
し
た
。
馬
の
背
の

よ
う
な
広
々
と
し
た
山
頂
の
付
近
に
は
ま
だ

雪
が
残

っ
て
お
り
、
雪
解
け
の
後
に
は
ザ
ゼ

ン
ソ
ウ
が
咲
き
、
近
く
の
池
に
は
綿
の
ボ
ー

ル
の
よ
う
な
何
か
の
卵
が
沈
ん
で
い
た
。
雪

国
の
、
し
か
も
こ
ん
な
高
い
と
こ
ろ
で
厳
し

い
冬
を
耐
え
て
き
た
小
さ
な
命
に
も
、
よ
う

や
く
待
望
の
春
が
や

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

（村
田
正
春
）

第
四
十
回
記
念

弥
彦
山
松
明
登
山
祭

本
年
は
、
松
明
登
山
祭
四
十
周
年
に
あ
た

り
、
七
月
二
十
五
日
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
四
年
度
越
後
支
部
総
会
は
同
日

弥
彦
山
国
見
平
の
高
頭
仁
兵
衛
碑
前
で
、
佐

藤
支
部
長
、
上
村
副
支
部
長
ほ
か
二
十
余
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

松
明
登
山
祭
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

功
労
の
あ

っ
た
山
岳
関
係
者
と
個
人
に
対
し

て
表
彰
が
あ
り
、
ま
た
、
新
潟
大
学
講
師

・

筑
木
力
先
生

（会
員
）
の
記
念
講
演

「大
平

晟
と
高
頭
仁
兵
衛
と
の
師
弟
交
流
」
が
あ

っ

た
。
そ
の
後
、
山
頂
か
ら
赤
々
と
炎
を
上
げ

る
松
明
を
か
か
げ
、
下
山
。
さ
ら
に
祭
り
で

に
ぎ
わ
う
市
街
を
大
行
進
、
駅
前
で
解
散
し

た
。
な
お
、
参
加
者
全
員
に
は
四
十
年
の
歩

み
を
記
述
し
た
「弥
彦
山
松
明
登
山
祭
の
栞
」

が
配
布
さ
れ
た
。

松
明
登
山
祭
の
起
こ
り
は
、
昭
和
二
十
八

年
ご
ろ
、
地
元
山
岳
会
の
花
井
馨
氏
が
弥
彦

神
社
の
高
橋
章
允
宮
司
か
ら
相
談
を
受
け
、

か
つ
て
県
下
で
最
も
に
ぎ
や
か
だ

っ
た
弥
彦

越
後
支
部

灯
籠
祭
の
活
性
化
の
た
め
に
考
え
ら
れ
、
日

清
戦
争
の
こ
ろ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
農
民
の

「弥
彦
山
雨
乞
行
事
」
を
再
現
し
た
も
の
で

あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
行
事
に
は
、
地
元
山

岳
会
だ
け
で
は
な
く
、
越
後
支
部
、
県
山
岳

協
会
の
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
長
年
続
い

て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
日
本
山

岳
会
本
部
か
ら
は
、
中
央
講
師
と
し
て
、
松

方
二
郎
、
加
藤
泰
安
、
沼
倉
寛
二
郎
、
深
田

久
弥
、
山
崎
安
治
、
成
瀬
岩
雄
、
吉
沢

一
郎
、

三
田
幸
夫
、
折
井
健

一
、
浜
野
正
男
、
板
倉

勝
正
、
金
坂

一
郎
、
渡
辺
公
平
、
坂
倉
登
喜

子
の
先
生
方
が
来
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

田
村
剛
、
槙
有
恒
、
日
高
信
六
郎
、
冠
松
次

郎
、
村
井
米
子
、
田
部
重
治
、
中
村
謙
、
西
　
＞

堀
栄
二
郎
の
諸
氏
も
来
山
さ
れ
て
い
る
。
　
　
７

創
始
者
花
井
氏
は
、
四
十
年
に
わ
た
り
支
　
＜

え
て
く
れ
た
人
々
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ

の
松
明
の
灯
を
二
十

一
世
紀
に
つ
な
い
で
ほ

し
い
と
念
願
さ
れ
て
い
る
。

万
葉
の
弥
彦
歌

伊
夜
彦
お
の
れ
神
さ
び
青
雲
の

棚
引
く
日
す
ら
小
雨
そ
ぼ
降
る

（山
田

一
男
）

□
資
料
寄
付
の
お
願
い
□

登
山
の
用
具
、
記
録
な
ど
、
整
理
す

る
と
き
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
他
に

寄
付
す
る
前
に
山
岳
会

へ
。
捨
て
る
前

に
も
再
考
を
。
　
　
　
　
資
料
委
員
会
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刀

田

「

〇

刀

台
湾
を
訪
問
し
て

「
四
カ
国
語
の
北
ア
ル
プ

ス
自
然
保
護

ｏ

安
全
登
山
案
内
書
」
に
つ
い
て
前
号
で
お
知

ら
せ
し
た
が
、
こ
の
作
成
に
あ
た

っ
て
、
中

国
語

へ
の
翻
訳
な
ど
で
、
中
華
民
国
山
岳
協

会
の
薬
会
長
を
始
め
、
陳
守
珪
秘
書
長
、
季

剛
龍
理
事
に
は
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な

っ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し
た
機
会
に
、
協

力

へ
の
お
礼
と
台
湾
で
の
活
用
の
お
願
い
、

さ
ら
に
両
会
の
親
交
を
深
め
る
目
的
で
、
去

る
七
月
十
八
日
～
二
十

一
日
に
藤
平
会
長
と

と
も
に
訪
台
し
た
。
当
地
で
は
、
黄
爺
羽
副

会
長
、
陳
守
珪
秘
書
長
、
梁

林
樹
封
常
務
理
事
、
卓
平
山
常
務
理
事
、
呉

彦
清
常
務
監
事
、
林
源
美
理
事
、
高
全
輝
理

事
、
季
剛
龍
理
事
に
よ
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
受
け
た
。

そ
の
席
上
、
四
カ
国
語
登
山
案
内
書
の
利

用
目
的
、
内
容
を
説
明
し
、
活
用
に
つ
い
て

お
願
い
し
た
。
ま
た
席
を
か
え
て
「民
生
報
」

の
磐
育
戸
外
中
心
休
聞
組
組
長
黄
徳
雄
氏
の

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
た
。

翌
日
、
台
湾
の
自
然
の

一
端
に
触
れ
た
い

と
、
当
自
然
保
護
委
員
の
伊
藤
敵
会
員
が
出

発
直
前
に
見
る
こ
と
を
す
す
め
て
く
れ
た
紅

檜
の
巨
木
の
あ
る
拉
拉
山

（達
観
山
）

へ
の

案
内
を
お
願
い
し
、
台
北
か
ら
梁
明
本
氏
の

一

樋
赫

つ す
協
リ
ー
プ
で
往
復
十
時
間
の
探
索
行

一

拉
拉
山
は
国
家
公
園

（国
立
公
園
）
で
は

な
い
が
、
自
然
保
護
区
に
な

っ
て
い
て
、

チ

ェ
ッ
ク
ポ
ス
ト
で

「
環
境
美
化
及
清
潔
維

持
費
」
五
十
元

（
二
百
五
十
円
）
を
払

っ
て

入
山
す
る
。
そ
の
域
内
は
日
本
よ
り
は
る
か

に
美
し
く
保
た
れ
て
い
た
。
樹
齢
二
千
年
前

後
の
紅
檜
の
巨
木
群
の
中
を
散
策
で
き
る
道

が
あ
り
、
こ
れ
を
歩
き
な
が
ら
、
そ
の
樹
々

が
過
ご
し
た
で
あ
ろ
う
永
い
歴
史
に
思
い
を

馳
せ
た
。
広
い
山
域
の
ほ
ん
の

一
部
に
道
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
広
い
森
林
の
中
に
、

ど
れ
く
ら
い
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
巨
木
が

隠
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

思
い
つ
つ
、
紅
檜
の
山
域
が
永
く
残
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願

っ
た
。

台
北
で
は
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
国
立
歴

史
博
物
館
、
科
学
博
物
館
に
行

っ
た
。
科
学

博
物
館
は
子
供
に
対
す
る
科
学
教
育
を
目
的

と
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
展

示
の
約
八
割
が
、
公
害
防
止
に
絡
む
こ
と
で

あ
る
の
に
驚
い
た
。
水
の
循
環
、
廃
棄
物
の

循
環
な
ど
を
動
画
で
見
せ
て
い
た
。
持
ち
出

し
禁
上
の
資
料
棚
に
、
我
々
に
も
参
考
に
な

①

Ｏ

刀

田

「

〇

刀

『

る
資
料
が
あ
り
、
こ
れ
の
入
手
法
を
係
の
人

一

に
聞
い
た
と
こ
ろ

「
こ
れ
を
持

っ
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

台
湾
で
は
、
子
供
の
世
代
か
ら
こ
の
よ
う

な
教
育
を
し
、

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
教
え
て

い
る
。
我
々
の
活
動
が
、
こ
れ
ら
に
比
べ
て
、

ま
だ
い
か
に
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
る
か
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
　

　

（大
森
弘

一
郎
）

大
山
北
尾
根
　
　
　
　
　
　
　
　
一

四
月
の
現
地
集
会
の
時
、
阿
部
氏
よ
り
八

一

月
に
静
か
で
涼
し
い
大
山
北
尾
根
を
や
り
ま

．

し
ょ
う
と
の
こ
と
で
、
大
賛
成
と
言

っ
て
い

た
ら
、
係
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

八
月
十
四
日

（土
）
、
小
田
急
線
秦
野
駅

に
九
時
集
合
、
予
約
し
た
タ
ク
シ
ー
に
分
乗

し
て
、
ヤ
ビ
ツ
峠
経
由
で
札
掛
の
少
し
手
前
、

地
獄
沢
橋
で
下
車
す
る
。

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
大
森
氏
の
指
導
で
、
準

備
体
操
。
地
元
出
身
の
山
ノ
神
研
究
家
の
佐

藤

（芝
）
氏
の
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
で
山
林
巡

回
路
の
尾
根
に
取
り

つ
く
。　
ｏ
〓
∞
で
小
休

止

′。
低
気
圧
が
日
本
海
に
あ

っ
て
、
雲
が
厚

く
風
が
強
い
の
で
、
涼
し
く
て
気
持
ち
が
よ

い
。
ミ
ズ
ヒ
の
頭
は
今
日

一
番
の
急
登
、
西

沢
の
頭
や
小
ピ
ー
ク
を
上
下
し
て
頂
上
直
下

の
台
地
に
出
る
。

昼
食
後
、
佐
藤
氏
よ
り
大
山
林
主
、
諸
戸

家
の
話
や
札
掛
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後

出
発
。
竹
藪
を
十
分
ほ
ど
か
き
分
け
る
と
、

阿
夫
利
神
社
の
裏
手
に
ひ
ょ
こ
っ
と
出
た
。

神
社

の
前

で
は
、
ヤ
ビ
ツ
峠
と
表
参
道
を

登

っ
た
二
人
と
合
流
し
た
。

山
頂
は
ガ
ス
の
中
で
展
望
が
き
か
な
い
。

全
員
集
合
の
記
念
撮
影
の
後
、
見
晴
台

コ
ー

ス
を
下
る
。
途
中
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
く
る

が
、
下
る
に
し
た
が

っ
て
止
ん
で
し
ま

っ
た
。

ケ
ー
ブ
ル
下
の
追
分
の
豆
腐
料
理
屋
で
反
省

会
の
後
、
散
会
し
た
。

〔参
加
者
〕

阿
部

一
孝

・
好
子
、
岩
堀
瑞
子
、

太
田
新
生
、
大
森
周
作
、
岡
野
修
、
片
岡
博
、

金
沢
喜
八
、
金
谷
修
文
、
川
上
光
久
、
木
村

俊
博
、
酒
匂
輝
昌
、
佐
藤
芝
明
、妹
尾
幸
雄
・

律
子
、
武
田
幸
男
、
中
島
伊
平
、
鳩
谷
貴
雄
、

原
田
衛
、
樋
口
公
臣
、
平
澤
哲
臣
、
福
島
幸
　
＞

太
郎
、
吉
武
玲
子
の
二
十
三
名
。
　
　
　
　
　
８

（平
澤
哲
臣
）
　

＜

山頂の記念撮影は笑顔もかすむガスの中……
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A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-la

A4-2b

A4-2a

A4-2a

A4-2a

B4-2b

B4-lb

A4-la

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4Ll a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2a

A4-2b

Institute Geographique National

do。

do.

do.

do。

do.

do.

do.

do。

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

Eidg.:Landestopographie

do.

do.

do.

Kummerly&Fray

Kummerly&Fray

Eidg。 :Landestopographie

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do。

do.

Eidg.Landestopographie

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

CHAMONIX                  l

ST.GERVAIS LES BAINS

ST.CHRISTPHE EN OISANS

CHAMONIX                 l

MONT BLANC

CHAMONIX No.5-6             1

M[ONT BLANC No。 1-2

Le Fayet cluses-7 sud                l

St.G・ervais― Lesbains GS-3 nord

Seyvoz cluses-8 sud

Les Houches GS-4 nord

Le Buet chalmonix-l sud

La Flegere chalmonix-5 nord

Chan■onix― Mont Blanc charrlonix-5 sud

Aigulle du ldidi rnont blanc-l nord

Aigulle Verte cha]monix-6 sud

LANDESKARTE DER SCHWEIZ      l

BRUNINGPASS Blatt 37            1

0BERW′ ALLIS Blatt 42

MONTE ROSA Blatt47

GOTTHARD                   l

LA CHAINE DU IⅥ ONT BLANC       l

COL DU GRAND St.BERNARD Siegfried Map

INTERLAKEN― GSTEIG

RAWIL PASS

THEODUL PASS

THEODUL PASS

GADMEN一BIETSCHHORN

VISPERTHAL

GRIM:SEL

SIMPLON PASS

LUKMANIER

MONTE CENERI

VIAMALA

SPLUGEN PASS

PRATIGEN

BERNINA PASS

OFEN PASS

MONT BLANC― GRAND CAMBIN     l

ZERMATT UND U]M:GEBUNG

BERNER OBERLAND

VISP

GOTTHARD

LUZERN UND UMGEBUNG         l

BECKENRIED

PIZ BERNINA

ALETSCH GLETSCHER Blattl～ 4a,4b l

1959

1962

1960

1960

1959

1959

1958

1954

1954

1953

1953

1951

1950

1952

1953

1965

1957

1959

1965

1929

1929

1926

1928

1925

1927

1922

1927

1927

1928

1927

1928

1926

1927

1928

1928

1928

1968

1965

1966

1959

1961

1974

1958

1964

1964

100,000

do.

do.

50,000

do.

20,000

do.

10,000

do.

do。

do.

do.

do.

do.

do.

do.

500,000

100,000

do。

do.

75,000

50,000

do.

do.

do。

do。

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

do.

50,000

do.

do.

do.

do.

25,000

do。

do.

10,000
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図

書

紹

介

斎
藤

一
男
著

『山
を
よ
む
』

本
書
は
、
日
本
山
岳
協
会
斎
藤
会
長
著
に

よ
り
、
「情
報
源
…
…
を
よ
む
」
シ
リ
ー
ズ

の

一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
同
じ

題
名
の

『山
を
読
む
』
（小
時
尚
著
、　
一
九

九

一
年
七
月
　
岩
波
書
店
刊
）
と
は
同
音
異

種
の
本
で
あ
る
。
（編
者
注

『山
』
五
六
五

号
十
～
十

一
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り
）

前
著
が
、
自
然
景
観
の
読
み
方
シ
リ
ー
ズ

③
と
し
て
、
山
を
眺
め
、
山

へ
登
る
喜
び
を

静
か
に
深
く
味
わ
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
の
に
対
し
、
本
書
は
、
情
報
化
時
代
に
対

応
し
、
忙
し
い
読
者
に
、
上
質
な
情
報
を
選

別
し
て
提
供
す
る
べ
く
編
集
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
は
、
山
岳
論
、
山
岳
研
究
、

登
山
小
史
、
登
山
技
術
、
ア
ル
プ
ス

・
ヒ
マ

ラ
ヤ
紀
行
、
随
筆
、
案
内
、
遺
稿
、
雑
誌
の

九
章
に
分
け
て
、
著
者
が
選
定
し
た
百
冊
の

山
書
を
収
録
。
巻
末
に
主
要
文
献
目
録
が
つ

け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
本
文
に
は
、
百
冊
の

本
が
題
名
に
し
た
が

っ
て
解
説
さ
れ
て
い
る

が
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
も
楽
し
く
読
め
る

よ
う
上
手
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
今
回
の
企
画
が
名
著
の
解
題
や
、

書
誌
に
ふ
れ
た
企
画
で
は
な
い
こ
と
も
あ

っ

て
、
百
冊
の
選
定
に
当
た

っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
名
著
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
も
の
を
減

ら
し
て
ま
で
も
、
あ
ま
り
日
の
当
た
ら
な

か

っ
た
も
の
に
目
を
向
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

重
版
さ
れ
た
り
、
復
刻
さ
れ
た
り
し
て
、
現

在
入
手
し
や
す
い
も
の
を
重
視
し
て
採
録
し

て
い
る
こ
と
も
親
切
で
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
著
者
が
若
き
日
に
情
熱
を

傾
け
た
近
代
日
本
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
歴
史
や

岩
壁
登
攀
の
歴
史
を
ま
と
め
た

『
日
本
の
ア

ル
ピ

ニ
ズ
ム
』
（
一
九
六
五
年
朋
文
堂
刊
）

や

『山
と
人
』
（
一
九
八
〇
年
東
京
新
聞
社

刊
）
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。

登
山
技
術
の
章
に
は
、
文
部
省
登
山
研
修
所

刊
の

『高
み

へ
の
ス
テ

ッ
プ
』
や

『楽
し
い

登
山
』
、
著
者
が
都
岳
連
会
長
時
代
に
ま
と

め
た

『山
岳
救
助
技
術
』
や

『海
外
登
山
の

手
引
』
、
日
山
協
が
企
画
監
修
し
た
ビ
デ
オ

『
現
代
登
山
』
ま
で
も
と
り
あ
げ
て
実
用
に

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
国
体
登
山
」
ゃ

「
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
」
の
解
説
も

つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

著
者
な
ら
で
は
の
ュ
ニ
ー
ク
な
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
。

本
書
の
冒
頭
に
著
者
は

「
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ

の
Ｂ
Ｃ
で
構
想
を
練
り
、
帰
国
後
、　
一
気
呵

成
に
書
き
上
げ
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
こ

今
年
の
夏
、
上
高
地
は
マ
イ
カ
ー
規
制
が

さ
れ
て
い
る
の
に
、
車
の
渋
滞
が
発
生
し
て

規
制
の
効
果
が
上
が
ら
な
い
日
が
、
何
日
も

あ

っ
た
と
い
う
。
会
員
Ｋ
氏
は

「新
島
々
行

き
の
定
期
バ
ス
が
、
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、

発
車
時
刻
を

一
時
間
も
過
ぎ
て
、
よ
う
や
く

到
着
し
た
」
と
語

っ
て
い
る
。
普
通
な
ら

一

時
間
半
以
内
の
と
こ
ろ
を
、
倍
以
上
か
か

っ

た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
渋
滞
の
原
因
は
、
観
光
バ
ス
を
規
制

し
な
い
こ
と
に
あ
る
。
松
本
電
鉄
の
定
期
バ

ス
や
地
元
の
タ
ク
シ
ー
は
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
道
も
、
擦
れ
違
い
可
能
な
場
所
も
解

っ
て

い
る
か
ら
、
渋
滞
を
起
こ
さ
な
い
。
国
道

一

五
八
号
に
適
さ
な
い
大
型
バ
ス
で
曲
が
り
き

れ
ず
に
、
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
も
後
続
車
に
阻
ま

れ
立
往
生
し
た
り
、
交
換
不
可
能
な
と
こ
ろ

を
無
理
に
突

っ
込
ん
で
、
大
型
バ
ス
同
士
が

院
み
あ

っ
て
い
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
が
、

ち
ょ
っ
と

一
、
二
時
間
、
上
高
地
で
客
を
散

歩
さ
せ
て
、
後
は
乗
鞍
、
高
山
あ
る
い
は
安

曇
野
方
面
を
観
光
す
る
大
型
バ
ス
が
、
同
じ

よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
同
じ
時
間
帯
に

狭
い
上
高
地
に
十
数
台
も
押
し
か
け
、
狭
い

駐
車
場
は
満
杯
に
な
る
。
後
続
の
観
光
バ
ス

が
駐
車
場
のヽ
空
く
の
を
待

っ
て
、
数
珠
つ
な

ぎ
に
道
を
ふ
さ
ぐ
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が

一
番

多
い
。

マ
イ
カ
ー
規
制
の
と
き
は
、
旅
館
組
合
の

一
部
に
反
対
が
あ

っ
た
と
聞
く
が
、
今
夏
の

車
渋
滞
を
見
れ
ば
、
観
光
バ
ス
も
沢
渡
止
ま

り
、
あ
と
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
、
と
い
う

規
制
に
賛
成
す
る
向
き
も
多
か
ろ
う
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。　
一
つ
は
排
気
ガ

ス
の
問
題
だ
。
八
月
十
二
日
の
上
高
地
で
、

車
道
の
両
側
の
自
樺
の
何
本
か
が
、
黄
ば
ん

で
い
た
の
を
見
た
。
冷
夏
で
秋
が
早
ま

っ
た

の
か
、
や
は
り
排
気
ガ
ス
の
せ
い
か
。

排
気
ガ
ス
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
鉄
道
マ

ニ
ア
の
宮
脇
俊
三
氏
の
著
書

『夢
の
山
岳
鉄

道
』
で
提
唱
し
て
い
る

「上
高
地
鉄
道
」
計

画
に
乗

っ
て
み
た
く
な
る
。
沢
渡
か
ら
上
高

地
ま
で
梓
川
に
沿

っ
て
単
線
の
登
山
鉄
道
を

敷
い
て
、車
を
締
め
出
そ
う
と
い
う
計
画
だ
。

鉄
道
に
賛
成
す
る
条
件
と
し
て

「運
行
期

間
は
、
現
在
の
バ
ス
と
同
じ
四
月
末
か
ら
十

一
月
初
旬
ま
で
」と
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

一
九
九
八
年
ま
で
に
完
成
を
予
定
し
て
い
る

平
湯
か
ら
中
湯
間
の
新
安
房
ト
ン
ネ
ル
が
開

通
し
た
場
合
、
高
山
方
面
か
ら
冬
場
で
も
中

の
湯
ま
で
は
来
ら
れ
る
。
釜
ト
ン
ネ
ル
を

ラ
ッ
ク
レ
ー
ル
の
鉄
道
が
走
れ
ば
、
冬
の
上

高
地
も
観
光
客
で
溢
れ
よ
う
。
や
は
り
上
高

地
登
山
鉄
道
は
夢
に
し
て
お
く
べ
き
か
り

夢の

上高地鉄道

関塚貞亨
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れ
は
山
書
に
関
し
て
の
見
識
を
も
ち
、
か

つ

て

『
ケ
ル
ン
』
誌
上
に

「山
岳
名
著
考
」
を

連
載
し
て
い
た
著
者
に
し
て
、
初
め
て
な
し

得
た
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

一
九
九
二
年
五
月
　
ア
テ
ネ
書
房
刊
　

一

八
〇
ペ
ー
ジ
　
定
価

一
、
五
〇
〇
円

（松
田
雄

一
）

『初
見

一
雄
追
悼
集
』

多
く
の
人
々
に

「初

つ
ぁ
ん
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
た
当
会
名
誉
会
員
初
見

一
雄
氏
の

想
い
出
を
抱
い
て
、
か

つ
て
上
高
地
で

「初

つ
ぁ
ん
」
の
洗
礼
を
受
け
た
人
々
を
は
じ
め

山
仲
間
が

「初
見

一
雄
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
を

開
い
た
。
同
氏
の
持

つ
不
思
議
な
魅
力
に
つ

い
て
、大
勢
の
方
々
が
多
々
話
さ
れ
た
が
「怪

人
初

つ
ぁ
ん
」
を
語
り
尽
く
す
に
は
十
分
で

な
く
、
そ
こ
で
改
め
て
作
ら
れ
た
の
が
こ
の

追
悼
集
で
あ
る
。

第

一
部

「遺
稿
」
は
故
人
が
五
十
五
年
に

わ
た

っ
て
会
報
等
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の
中

か
ら
転
載
し
た
十
四
編
で
、
現
役
学
生
の
頃

か
ら
登
山

ｏ
山
岳
部

ｏ
山
岳
会
と
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
二
部

「追
悼

・
寄
稿
」
に
は
母
校
日
大

・
北
大
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
日
本
山
岳
会
の
仲
間

た
ち
が
筆
を
執
り
、
類
い
希
な
人
物
像

「初

つ
ぁ
ん
」
の
思
い
出
が
二
十
六
編
の
追
悼
文

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後

に
実
姉

マ
リ
子
様
と
初
見
さ
ん
の
二
女
薫
様

か
ら
の
寄
稿
二
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

山
男
た
ち
か
ら
見
た
求
心
力
に
満
ち
た
外

な
る

「初
つ
ぁ
ん
」
と
共
に
、
内
な
る
家
族

か
ら
冷
や
や
か
に
見
ら
れ
て
い
た
初
見

一
雄

氏
の
両
極
面
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
追
悼
文

の
中
に

「ど
う
か
初
つ
ぁ
ん
、
天
国
か
ら
落

ち
な
い
で
く
れ
」
と
記
さ
れ
た

一
文
に
も
何

か
納
得
が
い
く
よ
う
な
気
が
し
た
。

略
歴
、
登
山
歴
、
執
筆
歴
の
付
記
あ
り
。

日
本
大
学
理
工
学
部
平
山
研
究
室
内

「初

見

一
雄
追
悼
集
」
編
集
実
行
委
員
会
発
行

一
九
九
二
年
四
月
刊
　
Ａ
六
版
二
〇
五
ペ

ー
ジ
　
非
売
品
な
る
も
希
望
者
は
本
会
事

務
所
に
申
し
込
め
ば
頒
価
三
、
〇
〇
〇
円

（送
料
込
）
に
て
入
手
で
き
る
。
（南
井
英
弘
）

鈴
木
弘
道
著

『山
の
高
さ
』

山
の
高
さ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
正
面
か

ら
取
り
上
げ
、　
一
冊
の
本
に
な

っ
た
も
の
は

こ
れ
ま
で
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

素
人
と
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
、
国
土
地
理

院
が

『
日
本
の
山
岳
標
高

一
覧
』
を
出
す
ま

で
は
、
山
の
高
さ
は
決
ま
り
き

っ
た
も
の
と

思
い
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
が
三
角
点
を
も

っ

て
山
の
高
さ
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
驚

い
た
も
の
だ
が
、
こ
の
本
を
読
め
ば
、
山
の

高
さ
を
決
め
る
の
が
な
か
な
か
大
変
な
も
の

だ
と
い
う
こ
と
が
納
得
さ
れ
る
。

山
好
き
に
と

っ
て
、
山
の
高
さ
は
と
か
く

気
に
な
る
。
山
座
同
定
に
関
心
の
あ
る
も
の

に
と

っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

と
か
く
議
論
に
花
が
咲
く
も
の
だ
が
、
測

一

定
に
多
く
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
る
だ
け

一

で
も
、
話
題
が
増
え
る
。
そ
の
す
べ
て
が

一
一

冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
何
と

一

も
心
強
い
。
座
右
に
お
い
て
常
に
読
み
返
し

一

て
み
た
い
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。　
一

一
九
九
二
年
六
月

一
日
　
日
本
測
量
協
会

一

（〒
１１２
東
京
都
文
京
区
小
石
川

一
―
三
―

一

四
）
発
行
　
二
七
八
ペ
ー
ジ
　
一
一、
三
〇

一

〇
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
口
裕

一
）

一

日
本
植
物
分
類
学
会
編
著

　

　

　

　

　

一

『
レ

ッ
ド

デ

ー

タ

ブ

ッ
ク

・
　

　

一一

日
本
の
絶
滅
危
惧
植
物
』
　

　

　

一

昨
年
六
月
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ

一

た
地
球
サ
ミ

ッ
ト
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「
温
暖

化
防
止
条
約
』
と
な
ら
ん
で

「植
物
多
様
性

条
約
」
が
調
印
さ
れ
、
生
物
種
が
保
有
す
る

遺
伝
子
資
源
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
た
。

植
物
多
様
性
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
種
の

豊
富
さ
、
多
さ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
多
様

性
を
高
め
て
い
る
の
は
多
く
の
場
合
、
個
体

数
の
少
な
い
種
で
あ
る
。
そ
し
て

一
般
的
に

い
え
ば
希
な
種
ほ
ど
絶
滅
し
や
す
い
。

今
度
刊
行
さ
れ
た

「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ

ク

ｏ
日
本
の
絶
滅
危
惧
植
物
」
は
、
こ
の
絶

滅
に
瀕
し
た
種
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
で
あ
る
。

こ
の
本
の
元
は

一
九
八
九
年
に
闘
日
本
自
然

保
護
協
会
と
闘
世
界
自
然
保
護
基
金
日
本
委

員
会
が
設
置
し
た

「我
が
国
に
お
け
る
保
護

上
重
要
な
植
物
種
お
よ
び
群
落
に
関
す
る
研

究
委
員
会
」
の
種
分
科
会
が
ま
と
め
た

「我

が
国
に
お
け
る
保
護
上
重
要
な
植
物
種
の
現

状
」
（
一
九
八
九
年
発
行
）
、
い
わ
ゆ
る
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
で
あ
り
、
現
在
も
広
く
利

用
さ
れ
て
い
る
。
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
と

は
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

（国
際
自
然
保
護
連
合
）
と

Ｗ
Ｗ
Ｆ

（世
界
自
然
保
護
基
金
）
が
行

っ
て

い
る

「危
機
に
瀕
し
た
植
物

ｏ
植
物
保
全
計

画
」
に
そ

っ
て
世
界
各
国
が
進
め
て
い
る
「絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
た
植
物
種
リ
ス
ト
」
の
こ

と
で
、
世
界
各
国
で
立
派
な
本
が
次
々
出
版

さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
種
や
生
育
地
の
カ
ラ
ー
写
真
を
ふ

ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
、
美
し
く
見
や
す
い
本

で
あ
る
。
最
近
の
種
の
絶
滅
は
人
為
的
な
生
　
＞

育
地
の
破
壊
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
か
　
１１

つ
て
は
い
く
ら
で
も
あ

っ
た
フ
ジ
バ
カ

マ
、
　

＜

サ
ギ
ソ
ウ
な
ど
身
近
な
植
物
が
、
不
注
意
な

開
発
に
よ

っ
て
ど
ん
ど
ん
消
え
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
他
方
で
山
草
愛
好
家

や
そ
れ
を
商
売
に
し
て
い
る
業
者
に
よ
る
希

少
種
の
採
取
は
、
プ

ロ
だ
け
あ

っ
て
徹
底
し

て
い
る
た
め
に
、
絶
滅
に
結
び
付
く
こ
と
が

多
い
と
い
う
実
態
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
現

在
は
、
前
記
研
究
委
員
会
の
群
落
分
科
会
は
、

世
界
で
も
初
め
て
の
群
落
版
の
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ

ッ
ク
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
生
育

地
と
群
落
の
現
状
が
よ
り
明
確
に
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
九
九
二
年
　
農
村
文
化
社
刊
　
一二
、
五

〇
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
（大
沢
雅
彦
）
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籍 0雑誌 受入報告 1993年 7～ 8月

四手井綱英著

遠藤泰彦編

永田秀樹著

Watts,Alan

WinSer,Shane(ed.)

Burnier,Francois

Randall,Glenn

WinSer,Shane(ed。 )

Juel― JenSen,Bent(ed。 )

Julyan,Robert Hixson

Carson,:Rachel

Ziff,Larzer(ed。 )

Glono,Jean

Henley,Don(ed.)

Nash,Roderick Frazier

Bunnell,Lafayette Houghton

Engberg,R′ obert(ed。 )

Ponting,Clive

Daly,Herman E.

LIatthiessen,Peter

Abbey,Edward(ed。 )

RIuir,John

hduir,John

Muir,John

Muir,John

Muir,John

Muir,John

Halper,JOn(ed。 )

Cohen,Michael P.

Choulnard,Yvon

hduir,John

h〔atthiessen,Peter

Marsh,George Perkins

Perlin,John

Runte,Alfred

Huth,HanS(ed.)

Robertson,Janet

McPhee,John

McPhee,John

McPhee,John

Fox,Stephen

Meine,Curt

Wolfe,Linnie Marsh

Callicott,J.Baird

Rowell,Galen A.

National Wildlife FederatiOn

TrZyna,ThaddeuS C.(ed.)

Smith,April A.

森に学ぶ                      海鳴社

ブナ林の自然誌                   千葉県立中央博物館

氷原の彼方へ                    東京新聞出版局

CLilnber's Guide to SΠ lith Rock             ChOckstOne Press

Expedition iPlanners Handbook&IE)irectory 1993-94 Expedition AdvisOry

Thailande Escalades                         Valnos

LIount Mckinley                              Chockstone Press

Expedition Yearbook 1991                      Expedition Advisory

Expedition Medicine                          Expedition Advisory

Mountain lヽ Tarnes                             'I｀ he Mountaineers

Silent Spring                               Houghton Mifflin Co.

Ralph Waldo EInerson                        Penguin B00ks USA

The Man Who Planted Trees                 Chelsea C・ reen

Heaven ls Under Our Feet                  A、 Berkley B00k

The Rights of Nature             The Univ,of Wisconsin

Discovery of the Yosemite            Yosemite AssOciatiOn

John Muir Sumlnering in the Sierra         The Univ.of WiscOnsin

A.Green History of the World                Penguin Books USA

For the CoΠ llnon Good                       BeacOn Press

The Snow Leopard                           Penguin B00ks USA

The Best of Edward Abbey                  Sierra Club Books

A、 Thousand― NIile Walk to the Gulf              Sierra Club B00ks

The Ybsenlite                            Sierra Club B00ks

Our National Parks                          Sierra Club BoOks

The l唖ountains of California                   Sierra Club B00ks

Travels in Alaska                           Sierra Club B00ks

The Cruise of the Corwin                    Sierra Club Books

Gary Snyder                               Sierra Club B00ks

The I「Iistory of the Sierra Club 1892-1970         Sierra Club B00ks

Clilnbing lce                                Sierra Club B00ks

IVIy FirSt Sunllner in the Sierra                Penguin Books Ltd。

Indian COuntry                              Penguin Books USA

Mian and Nature                            Belknap/Harvard Univ。

A.Forest Journey                       Harvard Univo Press

Yoselnite                            univ.Of Nebraska Pr。

Nature and the American(New Ed。 )       Univ.of Nebraska Pr。

The Magnificent Mountain Wornen              univ.Of Nebraska Pr。

Encounters with the Archdruid               The Noonday Press

Rising fronl the Plains                      The Noonday Press

ln Suspect Terrain                         The Noonday Press

The AInerican Conservation Move】 mtent          The Univ.Of Wiscons

Aldo Leppold                          The Univ.of WiscOns

The Life of John Muir                     The Univ.Of Wiscons

Con■panion to a Sand Country.AIInanac          The Univ.Of WiscOns

The Vertical World of Yosemite         Wilderness Press

ConservationDirectory 1992      Nttneil‖ dlife

World I)irectory of Environlmtenta1 0rganizatiOnS   ρTD A
(4th Ed。 )                       Ψ・・ A

Calm.pus Ecology                             Living Planet Press

(12)

著者寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

入
　
入

購
　
購
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書 籍 0雑誌

書 名/雑誌名

受入報告 1993年 7～ 8月

出版元 出版年 寄贈/購入別

Nash,Roderick

Ernst,Joseph W。 (ed。 )

EInerson,lRalph Waldo

Franck,Irene

ThOreau,Henry David

Shabecoff,Philip

Russell,Carl Parcher

Aln■ anac,Sand County

Snow,I)onald

Muir,John

Abbey,Edward

McPhee,John

Sax,Joseph i[」 。

Riley,Laura

Engel,J.IRonald

岳人編集部編

白篠史朗著

手塚宗求著

Kauffrrlann,John M.

Cobb,Sue

ROberts,David

旧制富山高校山岳スキー部編

エリック・シプトン著

船尾美津子著

亀井敬著

広島県山岳連盟編

蓮賞淳夫著

山口裕一著

工藤父母道編・監修

小林路子画

ノjヽ』野訓|ほか編

Wilderness and the Arnerican Mind

Worthwhile Places

Nature Walking

The Green Encyclopedia

Walden

A Fierce Green Fire

One Hundred Years in Yosemite

Round River

lnside the:EnvirOnrnental Movernent

h40untaineering:Essays

IDesert Solitaire

Table of contents

Mountains without Handrails

Guide to the NatiOnal Wildlife Refuges

Ethics of Environrnet&;:Developrrlent

四季の山

Great Karakoram

高原の音楽譜

Alaska's Brooks Range

The Edge of Everest

The Early Clilnbs

上れ雪渓

エヴェレス ト

続・立山のふもとから

霧藻 6
広島県スポーツ登山半世紀の歩み

山顛に光求めて

地図を使った風景スケッチ入門

原生林紀行

きのこ画集

フライフィッシング 。マニュアル

Yale Univ.Press

Fordhanl Univo Press

Beacon Press

Prentice Hall

Running Press

Hill and Wang

YOsemite Association

Oxford I:Jnivo Press

lsland Press~｀|

Pergrine SHlith Books

Sin■on&Schuster

Farrar Straus Giroux

The Univ.of Michigan

Collier Books

The Univ.of Arizona

東京新聞出版局

朝 日新聞社

恒文社

The MOuntaineers 1992

Stackpole lBooks   1989

The Mountaineers 1991

日本山岳会

山と渓谷社

私家版

広島県山岳連盟

牧羊社

山と渓谷社

山と渓谷社

山と渓谷社

山と渓谷社

越後支部1993

1993

1983

1992

1993

1993

1993

1993

1993

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

購入

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

購入

購入

購入

発行者寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

個人寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

旧制富山高等学校山岳1。。Q
スキー部剣稜会   ・コJじ

お詫びとお願い

日頃は,ア シックス製品をご愛用

いただきましてありがとうございま

す。さて,弊社では平成 3年 6月 1

日よリコフラックプラスチック製登

山靴の販売をいたしておりますが,

平成元年に前代理店でありますコサ

・ リーベルマン株式会社により輸入

されました蛍光ピンクのクリマにつ

きまして素材に不備があり,場合に

よっては使用中に破損が生じるおそ

れがあることが判明いたしました。

該当製品につきましては,販売店

の皆様にもご協力いただきながら,

全力を傾注して回収・交換中です。

つきましては該当機種をご愛用の

お客様のご返品もしくはお取り替え

をお引き受けさせていただきますの

で,右記の窓日,ま たは,お買い上

げのお店へお申し出下さいますよう,

謹んでお願い申し上げます。

お客様には,大変, ご迷惑,お手

数をおかけして,誠に申し訳なく,

深くお詫び申し上げます。

今後はかかることの無きよう,万

全の体制をしていく所存でございま

す。なにとぞ,よ ろしくお願い申し

上げます。

平成5年 9月 15日

株式会社アシックス

ライフスポーツ事業部

該当機種

コフラックプラスチック製

登山靴クリマ K olo

(蛍光 ピンクカラー)

なお,ク リマのなまえがついていて

も他のカラーは該当機種ではありま

せん。

お申 し出窓 口

フリーダイヤル (無料)

0120-078-093

(13)
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0

ル
＝
ム
日
詭

２

日

３

日

４

日

７

日

１９

日

２０

日

31 30 26 23
日 日 日 日

■
会
員
異
動
　
▼
物
故
　
金
尾
賓

（八
七
七

〇
）
５

ｏ
８

ｏ
７
　
工
楽
英
司
（二
九
八
三
）

５

ｏ
８

ｏ
ｌ４
　
長
沢
佳
熊

（
一
二
六
九
）
５

ｏ
８

ｏ
２７
　
▼
姓
名
変
更
　
谷
村
久
美
代

（八
九
九
〇
）↓
大
谷
久
美
代

山
研

・
ナ
ム
チ
ャ
合
同
募
金
応
募
状
況

（九
月
九
日
現
在
）

（五
日
）亀
井
秀
子
、
（四
口
）金
子
丞
二
（六
）
、

（
二
日
）
寺
田
紀
由
、
沢
井
貞
夫
、
森
丘
賓

（三
）
、
阿
部
慎
二

（四
）
、
似
鳥

一
彦
、
鈴

木
鎮
夫

（四
）
、
久
我
良
房

（四
）
（
一
口
）

桐
生
恒
治

（五
）
、
高
田
昭
則

（累
計
　
一
ヽ

六
五
九
名
、
八
、
六
八
四

。
一
口
　
四
千
三

百
五
十
二
万
五
千
九
百
六
十

一
円
）

(3月 )

ア
ル
パ
イ
ン
・
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

自
然
保
護
委
員
会

青
年
部

三
水
会

自
然
保
護
委
員
会

海
外
委
員
会

（ジ
ャ
ッ
ク

・
エ
デ
氏

を
囲
む
会
）

ア
ル
パ
イ
ン
・
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

フ
ィ
ル
ム

・
ビ
デ
オ
委
員
会

青
年
部

集
会
委
員
会
　
８
月
来
室
者
２６２
名

一せ

・

Ｆヽフ

こ
の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

◆
講
演
会

「火
山
を
読
む
」

生
不〈
〓一李
言
員
〈
〓

自
然
景
観
の
読
み
方
、
シ
リ
ー
ズ
の
第
二

弾
と
し
て
金
沢
大
学
教
授
守
屋
以
智
雄
先
生

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し

「火
山
を
読
む
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
十

一
月
十

一
日

（木
）
午
後
六
時
四

十
五
分

（受
付
六
時
半
よ
り
）

場
所
　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（私
学
会
館
）

４
Ｆ
鳳
凰
の
間
　
Ｊ
Ｒ
市
ヶ
谷
駅
よ

り
徒
歩
三
分

講
師
　
金
沢
大
学
文
学
部
教
授

守
屋
以
智
雄
先
生

資
料
　
守
屋
先
生
の
著
書

「火
山
を
読
む
」

（岩
波
書
店
刊
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し

て
使
用
し
ま
す
。
（当
日
頒
布
）

会
費
　
一
〇
〇
〇
円

（テ
キ
ス
ト
代

一
〇
〇

〇
円
は
別
で
す
）

◆
講
演
と
映
画
の
会

資
料
委
員
会

会
員
番
号
八

一
五
番
の
中
川
喜
久
雄
会
員

は
戦
前
、
志
鷹
光
次
郎
や
宇
治
長
次
郎
と
剣

岳

へ
、
上
條
孫
人
と
穂
高
や
乗
鞍
ス
キ
ー
に

出
か
け
、
八
ミ
リ
の
ム
ー
ビ
ー
を
撮
影
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
映
画
を
観
賞
し
、
当

時
の
登
山
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

日
時
　
十

一
月
十
二
日

（土
）

場
所
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

講
師
　
中
川
喜
久
雄
会
員

演
題
　
戦
前
の
日
本
ア
ル
プ
ス

司
会
　
織
内
信
彦
名
誉
会
員

会
費
　
五
〇
〇
円

◆
マ
ラ
ソ
ン
大
会

学
生
部

毎
年
恒
例
の
学
生
部
主
催
に
よ
る
皇
居

一

周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
三

十
周
年
に
あ
た
る
記
念
大
会
、
青
年
部
か
ら

も
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
が
参
加
の
予
定
で
す
。
団
体

戦
は

一
チ
ー
ム
四
名

（皇
居
四
周
）
、
個
人

戦
は
皇
居
三
周
で
す
。
加
盟
山
岳
部
に
限
ら

ず
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十

一
月
十
四
日
（日
）九
時
三
十
分
～

場
所
　
皇
居
、
桜
田
門
集
合

連
絡
　
成
渓
大
学
　
佐
藤
ま
で

８
０
四
二
四
―
二
三
―

一
三
四

一

（山
本
宗
彦
）

◆
平
成
五
年
度
年
次
晩
餐
会

総
務
委
員
会

今
年
も
年
次
晩
餐
会
を
次
の
要
領
で
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
、当
日
は
「
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
展
」

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
二
月
四
日

（土
）
午
後
六
時
開
宴

会
場
　
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

◆
「
日
本
の
地
形

ｏ
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
」

へ
の
資
料
提
供
の
お
願
い

自
然
保
護
専
門
委
員
会

東
京
学
芸
大
学
地
理

・
小
泉
研
究
室
で
は

日
本
の
貴
重
な
地
形
を
保
存
す
る
た
め
に
、

資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
森
林
の
伐
採
の

み
の
場
合
は
、
こ
こ
で
は
対
象
と
し
ま
せ
ん

が
、
大
規
模
な
自
然
改
変
が
行
わ
れ
、
貴
重

な
地
形
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
り
、
破
壊

の
恐
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
を
ご
存
知
の
方
は
、

ぜ
ひ
情
報
を
左
記
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
例

え
ば
、
乗
鞍
岳
亀
ケ
池
の

「亀
甲
土
」、
東

京
乞
田
川
の
「自
然
蛇
行
河
川
」
な
ど
で
す
。

〒
１８４
小
金
井
市
貫
井
北
町
四
―

一
―

一

東
京
学
芸
大
学
地
理

・
小
泉
研
究
室

ａ
Ｏ
四
二
三
―
二
五
―
二
一
一
一

（内
線
）

二
四
二
九

◆
「山
の
自
然
学
現
地
講
座
」
通
年
参
加
者
　
＞

募
集
　
　
　
　
　
　
自
然
保
護
専
門
委
員
会
　
１５

九
月
号
で
ご
案
内
し
た
当
講
座
は
、
今
後
　
＜

月

一
回

・
一
年
間
続
け
ま
す
。
山
の
自
然
保

護
の
リ
ー
ダ
ー
を
志
す
人
は
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
申
込
は
郵
送
で
、
山
岳
会
自
然
保
護

専
門
委
員
会
ま
で
、
説
明
書
を
送
り
ま
す
。
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